
                令和８年７月度 定例教育委員会 

会  議  録 

八幡市教育委員会 

開 催 日 時  令和８年 7月 28日（火曜日） 午後３時 00分～午後４時１0分 

場 所 本庁舎５階 会議室５－２ 

 

出 席 委 員 名 

 川 中    尚（教育長）       狩 野  理恵子 

 橋 本  陽 生（職務代理者）     北 村  晃 子 

 

 

委 員 を 除 く 

出  席  者  の   

職  ・  氏 名 

 
 

部   長    久 保   豪 

次   長    渡 邉   晋 

こども未来課長  髙 橋 洋 貴 

子育て支援課長  岡 田 幹 夫 

子育て支援課総括園長 矢 田 真 弓 

 学校教育課主幹  正 田 貴 史 

学校教育課主幹  田 原 麻 衣 

文化財課長     大 黒 敦 史 

市民図書館長    小 坂 富美子 

市民図書館長補佐  大 村 昌 義 

教育集会所主幹   栂 野 尚 史 

教育支援ｾﾝﾀｰ所長  安 達 里 香 

こども未来課        渡 辺 智 成  

１． 開 会 

 

２．報 告 事 項 

（１）認定こども園及び保育園における給食費の見直しについて        （子育て支援課）※資料１ 

（２）中学校における熱中症対策について                   

 （３）「令和７年度図書館年報」について                   （市民図書館）※資料２ 

 （４）八幡市民図書館自習席の設置について                  （市民図書館）※資料３ 

               

 ３．議 題（協議事項） 

 （１）八幡市の教育行政について 

  

 ４．その他 

 

５．配付資料 

・６月議事録（写し） 

 

 ６．閉 会 

 

※次回定例教育委員会 

日時：９月 24日（木）午後３時から 

場所：庁舎５階 会議室５－２ 

※園・学校訪問先  

橋本幼稚園 （10：00） 

有都小学校 （11：30） 
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 内  容 

 

［ 教 育 長 ］ 

 

［ 教 育 長 ］ 

 

［ 岡 田 課 長 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

 

［ 田 原 主 幹 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

［ 狩 野 委 員 ］ 

 

 

１．開会 

 それでは、令和８年７月度の定例教育委員会を開催いたします。 

２．報告事項 

 ２．報告事項をお願いします。（１）「認定こども園及び保育園における給食費の見直しに

ついて」、事務局より報告願います。子育て支援課。 

 公立保育園等における給食費の改定について報告いたします。資料１をご覧ください。 

 現状・経過といたしまして、物価上昇の影響により、令和７年度決算見込額と令和元年度

決算額との比較で、公立保育園等における給食食材料費の総額が 17％、１人当たりが 23％増

加しております。令和３年度に給食費を見直したところではありますが、令和７年度決算見

込額をもとに食材料費に係る収支試算を行ったところ、完全な収支均衡を保つためには、主

食費・副食費合計で 2,480円の増額が必要な状況となっております。 

 このような状況の中、今後の対応を考えるにあたって保護者負担を可能な限り抑える観点

からも、物価上昇率 2020年平均比 113.5％をベースに、近隣自治体や市内民間園の動向も踏

まえ、次のように改定したいと考えています。主食費で 600 円から 800 円、副食費で 4,500

円から 4,900 円、合計 5,100円から 5,700 円に 600 円の増額を考えております。この改定と

しましては、令和９年度から改定することとし、次年度の入園募集において「令和９年度か

ら改定予定」として周知を図ります。歳入予算に計上となりますので、令和９年度の予算に

関して議会の議決を得て決定ということになります。今年度９月開催の文教厚生常任委員会

において同様に報告させていただきたいと考えております。 

 参考までに近隣自治体・市内民間就学前施設の状況を掲載しております。近隣自治体の状

況を見てみますと、改定後 5,700円となりますが近隣自治体より費用は抑えられております。

市内民間就学前施設につきましては、公立園の副食費が 4,500 円ですので、これに合わせて

民間園も据え置いている状況です。これに対して市で差額分を補助金として補填している状

況です。公立園が価格改定することで、民間園も園の経営に合わせて改定することができま

す。これらを踏まえて令和９年度から価格改定を考えております。 

 ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

 次に、（２）「中学校における熱中症対策について」、事務局より報告願います。学校教育課。 

 昨年度の試行的導入を経て、今年６月 30 日に、市内各中学校へ製氷機を本設いたしまし

た。設置後、学校現場からは「本当に助かる」「ありがたい」といった声が寄せられておりま

す。授業中の暑さ対策、部活動での水分補給、運動後のアイシングなど、活用の幅は広く、

学校ごとに、どこに置けば生徒や教職員にとって使いやすいかを考えながら運用を進めてお

ります。 

ある学校では、生徒が必要なときにすぐに取りに行けるよう、職員室入り口横に設置して

いました。まだ生徒が氷を取りに来る場面は見られていないものの、教職員がいつでも使え

るようにと氷の状態を確認しながら、生徒を静かに待つ姿がありました。 

 一方で、別の学校では、けがの対応やアイシングの場面が多いことから、保健室に設置し

ておりました。保健室の先生からは「運動後すぐに冷やせるので、けがの初期対応がとても

スムーズになった」との声があり、生徒の安全と健康を守る場として保健室に製氷機が自然

に溶け込んでいる様子が見られました。 

 このように、設置場所は学校によって異なりますが、どこに置かれていても、生徒の健康

を支え、教職員の安心につながっていることを、現場の小さな場面から実感しています。 

 今後も、学校現場の声を丁寧に受け止めながら、子どもたちの学びと生活を支える環境整

備を進めてまいります。 

ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

本当に八幡市は教育に力を入れてくださっていて、先程の報告を伺いながら、現場で製氷

機が活躍しているということで、こうした子ども達が安心して過ごせる環境づくりをしてい

ただけることは、子どもたちが快適に学びを深められることに繋がると思い感謝しておりま
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［ 橋 本 委 員 ］ 

 

 

 

 

［ 田 原 主 幹 ］ 

 

 

［ 北 村 委 員 ］ 

［ 田 原 主 幹 ］ 

［ 北 村 委 員 ］ 

 

［ 教 育 長 ］ 

 

［大村館長補佐］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

［ 狩 野 委 員 ］ 

 

 

 

 

 

す。 

私も同じような感想を持っております。熱中症が増えてくる時期に合わせてタイムリーに

学校に製氷機を設置していただき、有難いと思います。 

 ただ、使用の方法がアイシングということですが、製氷機で作られた氷を水筒などに入れ

口にしても問題ないのか、そういう事例は多いのか、或いはこのような事例についてどのよ

うな指導を行っているのか、その辺りを教えていただきたいと思います。 

 製氷機への給水は学校の水道から直接行っており、販売会社からは口に入れても問題ない

と確認しております。しかし、事務局では食べて良い、悪いといった指導は行っておらず、 

各学校の判断に任せております。 

 夏場の対応ということでしたが、夏以外はどのような対応になっていますか。 

 中学校の部活動や学校行事を含めた校外活動にも活用していけると考えております。 

 掃除など定期的なメンテナンスが必要になってくると思いますので、学校にお声掛けをお

願いいたします。 

 他にご質問等はございませんか。 

 次に、（３）「「令和７年度図書館年報」について」、事務局より報告願います。市民図書館。 

 資料２をご覧ください。最初の見開きに令和７年度の概要をまとめておりますので、ご覧

ください。 

 令和７年度の年間貸出冊数は、499,342 冊で、市民一人当たり、7.35 冊の図書等の資料が

貸し出されたこととなります。また、１年間に１回以上図書等の貸出しをされた利用者の数

は、8,925人で、市民の 13.1％の方が図書館の資料を利用されました。 

 自動車文庫の運行につきましては、市内 26ヶ所を３週間に１回巡回する定期巡回に加え、

市内保育園への巡回を３回、小学校への巡回を５回行いました。また、男山団地内で開催さ

れた「緑道よりみちマルシェ in男山」へ自動車文庫で参加いたしました。 

 障がい者サービスにつきましては、引き続き、デイジー図書の郵送貸出、資料の送達やボ

ランティアサークルによる対面朗読等を行いました。また、福祉施設へ図書館司書おすすめ

の本を配達するサービスも７年連続で実施しました。 

 ヤングアダルトサービスにつきましては、若い世代への読書推進の啓発活動として、市内

の小学校、中学校、高等学校との交流事業を進めています。令和７年度からは、新たに男山

中学校との交流が始まり、自動車文庫の巡回や図書館での本の紹介ＰＯＰフェスを市内中学

校四校合同で実施しました。また、２回目となったＰＯＰの一斉展示では、昨年度より 350

枚多い 1,554枚のＰＯＰが集まり、市役所１階のエントランスを彩りました。 

そのほか、図書館司書が市内中学校で「ＰＯＰのかき方講座」や「絵本の読み聞かせ講座」

を実施し、中学生と直接交流できる機会となりました。 

 児童サービスでは新たな取組として、市内公立保育園・幼稚園に向けて絵本コーナー支援

セットの配送を開始いたしました。毎月１回、季節に合わせた絵本や昔話など図書館の蔵書

から司書がおすすめする本を選んでお届けしています。 

 これからも市民に親しんでいただける施設として、子育てや健康推進をはじめとする市民

生活の支援、また若い世代の図書館利用促進につながる情報や資料の充実に努めてまいりま

す。 

２ページから４ページには沿革を、八幡、男山両館及び自動車文庫の個別の貸出状況等、

詳細につきましては、５ページ以降に掲載しております。 

 ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

 図書館がすごく市民の中に入っていこうと様々な取組を行ってくださっていることに、お

礼申し上げます。本のＰＯＰも学校ごとに冊子を作って、きちんと後に伝えられるようにさ

れていることも素晴らしいことだと思います。 

 また、園への絵本コーナー支援セットの配送も始められたということで。私自身、小学校

に学ばせに行かせていただいているのですが、そこで幼少期から本を読むことの大切さを肌

で実感しております。ぜひ、園においては図書館司書による読み聞かせ等の本への関心が向
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［ 橋 本 委 員 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

［大村館長補佐］ 

 

 

 

 

 

 

 

［ 橋 本 委 員 ］ 

 

 

 

 

［ 北 村 委 員 ］ 

 

 

［大村館長補佐］ 

 

 

 

［ 北 村 委 員 ］ 

 

 

［ 小 坂 館 長 ］ 

 

 

［ 狩 野 委 員 ］ 

 

 

 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

 

 

 

 

けられるような取組をしていただけたら有難いと思っております。本当に八幡市の子ども達

を育てる上でも、図書館のご努力をお願いしたいと思っております。 

本当に毎回、新たな取組を実施されており感心しております。そのため、ご期待も込めて

１つお願い申し上げます。八幡市の環境としましては外国籍の方が非常に増えています。減

ることはなく、ますます増え、多国籍化が進んでいる状況です。 

 学校関係でいいますと本日、保育園に寄せていただいたのですが、外国籍の子が多くおら

れました。絵本の持つ教育的効果は世界的にも評価をされております。日本語の習得が難し

い、そういう外国籍の子どもたちが身近に学べる手段として、やはり図書館の持つ役割は大

きいかと思っております。そこで、外国籍の方が図書館を活用されている活用度合いや、特

に子どもの絵本の貸出状況、また外国籍の方向けにそのようなコーナーはあるのかお伺いし

たいと思います。 

 外国籍の子どもたちの利用状況は統計等を出してはおりませんが、図書館窓口カウンター

で対応している現場の肌感といたしましては、各学校から社会科見学として図書館に来られ

ることが多く、その時に各クラスに数名外国籍の子どもがおられます。社会科見学後も図書

館を利用されている子どもは複数名把握しております。その中で借りている本に関しまして

は、他の子と変わらず日本語の絵本や読み物を借りておられます。 

 また、外国語の本となりますと、出版関係もあり、英語がメインの構成になっております。

その英語の絵本を集めたコーナーは八幡市民図書館にも男山図書館にもございます。しかし、

それ以外の言語の絵本につきましては今後の検討課題と認識しているところでございます。 

緩やかな歩みかもしれませんが、同じような環境にある子が面白いと感じたら、他の家庭

にも広がりますし、同じ文化を共有している方々にも広がっていくと思います。また、親御

さんが図書館に通われれば、当然お子さんにも影響しますし、そういった緩やかな歩みでい

いと思いますので、外国籍の方の図書館利用がより一層増える努力をしていただきたいと思

います。 

本日の園訪問で私も外国籍のお子さんが非常に多いと実感いたしました。外国語の絵本も

置いてあるということでしたが、その絵本の日本語に対応したものも置かれているのでしょ

うか。 

 日本語で書かれている絵本で、それに対応した英語で書かれている絵本も沢山あります。

また非常に数としては少ないですが、絵本の種類によってはベトナム語、中国語等に対応し

ているものもございます。今後、多言語に対応出来るように導入の検討を行いたいと考えて

おります。 

 途中入園のお子さんも外国籍の方が非常に多いとお聞きしましたが、園に入園されたとき

に合わせて図書館の利用券を作るよう促すなどされてはどうかと思ったのですが、そのよう

な取組はされているのでしょうか。 

 幼稚園・保育園に絵本コーナー支援セットの配送をしておりますので、そこに外国語の絵

本の導入や、園と連携してお子さんや保護者に図書館利用を促す声かけをしていけたらと思

っております。 

 他の園に寄せていただいたときに、その子の国の紙芝居を保育の時間の中で読んでいまし

た。紙芝居ですと絵が大きく子ども達が分かりやすいですし、またその国の子も安心して園

で過ごすことができるという状況を見たことがございます。園の先生はどんな本があるのか

知らない方もおられると思いますので、併せて園にも図書館にはこのような本がありますと

啓発していただくと、より子どもたちが安心して園の生活を過ごせるようになると思いまし

たので、園の先生への情報発信もお願いしたいと思います。 

 他にご質問等はございませんか。 

 私も市民図書館に寄せていただいたとき、児童書のコーナーを親子で利用されている姿が

見られて、このような親子の利用者をもっと沢山どのように増やしていくのかということが

大事になるかと思います。ＰＲ方法など検討しながら、図書館利用者を増やしていけたらと

改めて思っているところです。ありがとうございました。 
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［ 小 坂 館 長 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

［ 狩 野 委 員 ］ 

 

 

 

 

 

［ 橋 本 委 員 ］ 

 

 

［ 小 坂 館 長 ］ 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

 

［ 狩 野 委 員 ］ 

 

 

 

 

［ 渡 邉 次 長 ］ 

 

次に、（４）「八幡市民図書館自習席の設置について」、事務局より報告願います。市民図書

館。 

資料３をご覧ください。令和８年度当初予算に計上いたしました八幡市民図書館自習席の

設置につきまして、資料３のチラシに記載のとおり、８月４日（火）の利用開始に向け、現

在設置及び準備作業を行っています。 

利用方法につきましては、資料２枚目の利用案内をご覧ください。自習席を利用いただけ

る方は、八幡市立図書館個人館外利用券をお持ちの方で八幡市民もしくは市内在勤・在学の

方です。利用券をお持ちでない方は住所のわかる身分証明書を持参のうえ登録が必要です。

利用時間は、八幡市民図書館の開館日の開館時間内で、平日は午前 10時から午後７時まで、

土日は午前 10 時から午後５時までです。祝日及び図書館休館日にはご利用いただけません

ので、図書館ホームページに掲載の図書館カレンダーにてご確認いただく形となります。自

習席の利用は１回につき２時間までとし、待っている人がいない場合は申し出により１度だ

け延長できます。対象といたしましては、個人の自習や図書館資料の閲覧のためにご利用い

ただけます。この席では、持参したパソコンやタブレット等の利用ができます。ただし Wi-

Fi環境はありません。自習席のご利用には、参考室カウンターでの受付が必要です。そこで

利用券を提示いただき、席の番号と利用時間を記入した席札をお渡しいたします。申込は、

図書館２階参考室カウンターのみとし、予約制はとりません。申込順に希望の席を利用いた

だき、満席の場合は整理券を発行して図書館２階で待機いただくこととしています。 

次に自習席の設置場所ですが、資料３枚目の自習席配置図をご覧ください。八幡市民図書

館２階成人フロアの奥にあります参考室に丸数字で示しておりますとおりに１０席を設置い

たします。 

市民への広報につきましては、利用開始日前日の８月３日（月）午後の設置完了確認の上、

市ホームページ、図書館ホームページ、ＳＮＳ等に掲載することとしております。 

ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

 このような自習席が設けられるのは、いろんな状況にあるお子さんのためのすごく大事な

スペースかと思っております。８月３日より広報されるということで、沢山の方に周知して

いただいて、しっかり利用していただけたらと思います。 

 市役所３階、４階に市民交流スペースがありますけれど、そこで和気あいあいと子ども達

が勉強している場面を何度も見ておりますので、こうした自習席ができることで沢山の方に

ご利用していただいて、図書館のニーズがますます広がっていくことを願っております。 

 利用状況を実際に確認しながら、対応方法を見直していくということで。様々な目的で利

用される方がおられると思いますので、注意事項に適切な表現で記載いただき、対応してい

っていただけたらと思います。 

 利用案内の注意事項にも記載しておりますが、長時間私物を置いて席を離れたり、仮眠が

長いなど、適切な利用がされていないと、他に利用されたい方のご迷惑になりますので、ア

ナウンスをしつつ、状況を見て直接お声掛けさせていただこうと思っております。 

他にご質問等はございませんか。 

ないようでありますので、これにて報告事項を終結いたします。 

３．議 題 

（１）「八幡市の教育行政について」、を議題といたします。 

委員の皆様からご意見・ご質問等ありますでしょうか。 

 最近、夏休みの期間に貧困家庭のお子さんの居場所がないというニュースをよく耳にしま

す。先日、京都新聞に「夏休みの子ども」というテーマで困っているご家庭のお子さんへの

支援を広げたいという社説がございました。こども食堂も様々なところで行われていますが、

市として夏休み中のお子さんや居場所のないお子さん、支援が必要なお子さんの状況をどの

程度把握して、どのような対応をしているのか教えていただけたらと思います。 

 福祉的な取組になりますが、食に関してはＮＰＯ法人セカンドハーベストから八幡市の要

保護家庭にチラシの配布依頼があり、事務局と協力しまして申込書を事前に配布し、必要な



                 

5 

 

 

 

 

 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

［ 橋 本 委 員 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 狩 野 委 員 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 岡 田 課 長 ］ 

 

 

 

 

［ 北 村 委 員 ］ 

ご家庭に届ける取組を夏休み・冬休みと行っております。 

 居場所につきましては、小学生には放課後児童クラブや児童センターを利用していただい

ているほか、中学生は部活動を行っていますので、事務局としましてはこのようなところで

サポートさせていただいております。また市の広報にも掲載されておりますが、多くの公民

館で工作教室や様々な体験ができるプログラムが実施されておりますので活用いただけたら

と思います。 

 他にご意見やご質問等はございませんか。 

これにて、議題を終結いたします。 

４．その他 

本日の、「園・学校訪問について」、ご意見はございますか。 

 本日は南ケ丘第二保育園、南ケ丘保育園、わかたけ保育園に寄せていただきました。 

 南ケ丘第二保育園、南ケ丘保育園について、私が関心を持っておりますのは、今後統合し、

新しく整備される点です。前回の進捗の紹介でハード面はある程度イメージを掴みましたが、

ソフト面、教育・保育の内容をどのような形で新たなものを打ち出していくのかが気になる

ところです。本日園長先生からも異年齢の保育というような新しいチャレンジの紹介をして

いただきました。現在は１カ月間だけの実施でしたが、10月以降、４カ月間の長期実施を計

画しているとのことです。このようなご説明から、そういったソフト面についても進んでい

ると期待を持ちました。ぜひ、そういう形で外身と、やはり中身が一番大切だと思いますの

で、新しくできる園の教育面等の中身についても、今後連携していただき、良いものができ

るように準備していただけたらと感じています。 

 また、先ほども申しましたが、外国籍のお子さんを持つ家庭が年々増えている状況で、や

はりどちらかの言語習得や小学校への繋ぎという意味では、一緒に生活していただくことの

意味合いといいますか、重み或いは重要さを新たに強く感じているところです。外国籍の子

どもが増えていく中で、保育園・幼稚園・こども園において、八幡市がそうした面でも先進

市として、成果を上げていただけたらと思っております。 

２点お願い申し上げます。１点目は、３園とも「環境を大事にしています」とおっしゃら

れておりました。確かに、幼児教育は環境投資で行っていくものです。そこで、川中教育長

が投げかけられた言葉にすごく重みがあると思いました。先生方は一生懸命工夫されて、居

心地が良い環境を作ってくれていますが、それが子ども達からして、自分で主体的に動ける

環境、自分なりに考え工夫出来る環境なのかと。これはすごく大きな課題ではないかと思っ

ております。本日、南ケ丘の２園に寄せていただき、非常に既製のおもちゃが多く感じまし

た。試行錯誤していくという意味では、様々な素材を用意し、それを子ども達が潰してもい

いし、破ってもいい、何回も張り付け直してもいいと思います。例えば、砂場はいくらやっ

ても完成形がなく、何度も子ども達の創造で作り直せる。そのような試行錯誤が出来る環境

を今後増やしていっていただきたいと思っております。 

 ２点目はさくら幼稚園の話となりますが、暑い中、先生方が頑張ってくださっているおか

げで、子ども達が毎日園にきて、沢山遊ぶことができており、本当に感謝申し上げます。そ

こで、暑い日はプール遊びができるよう工夫されていますが、プール遊びというにはとても

小さく水遊びに近いと感じました。そのため、来年度は幼稚園のプール環境の改善をご検討

いただけたらと思います。幼少期にプール遊びで全身が水に浸かることで、水に対する抵抗

感が無くなっていき、小学校のプール学習に繋がっていきます。大変なことも多いと思いま

すが、プール環境が良くなればと願っております。 

 保育環境の改善につきましては、令和７年度から教育委員会として子どもの主体性を引き

出すための保育環境改善の取組を始め、今年度は拡大して実施しております。そのため、委

員よりいただいたご意見も含めて、取組をより進めていきたいと思います。 

 プール環境につきましては、確かにプール活動という意味では少し小さいのかなと感じて

おります。そのため、規格等を含めて検討している段階でございます。 

 私も外国籍の方の対応について、保護者と言語でかなり苦労されていると感じました。し
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［ 教 育 長 ］ 

 

 

 

かし、園の先生方が非常に丁寧に対応してくださっており感謝しております。各園で様々な

取組を実施され、いい園づくりをされていますので、事務局でもサポートをしていっていた

だけたらと思います。 

 また、全国的に療育を必要なお子さんも増えてきておりますので、先生方にも研修の時間

を確保していただき、支援の必要なお子さんが安心して過ごせる園づくりをお願いいたしま

す。 

 プール活動につきましては、プールに行くまでの道のりが非常に暑いと思います。先生方

が子どもの通るところは、ホースで濡らしているとおっしゃっておりましたが、炎天下です

し、持ち物が増えてしまいますが、サンダルを準備していただいてもいいのかなと思いまし

た。 

 私も本日、園に寄せていただき、ますます良くなったという印象を受けました。委員から

もありましたが、先生方が本当に子どものことを考え環境づくりをされておりますし、研修

で学んだことを自分達で試行錯誤しながら現場で活かしてくれていました。 

 よい環境が整っているからこそ、もう１つ深く考え、大人が考えて工夫して整えたこの環

境は本当に子ども達にとってよい環境なのかと。今度は子ども達が主体的に動ける環境をど

う作っていくのか。それは子ども達が過ごす部屋だけでなく、他の要素も沢山あると思いま

す。そういったことも含めて環境づくりに期待しております。 

 小学校も教室自体いろいろと工夫されよい方向に変わってきています。今後、幼小連携の

中で互いのよい所を吸収して活かしていけたらと改めて思ったところです。 

 施設面につきましては、委員よりご指摘のありました、プール設備等につきましても、改

めて検討し、よい環境づくりを進めていきたいと思っております。 

 本当に学校は落ち着いてきました。環境が整ってきた中で次に何をするかというところで、

子ども達の主体性を育てると。ただ、この部分は教育に長く携われば携わるほど難しいと思

っています。また先程もありましたが、外国籍の方が増えてきている、支援の必要なお子さ

んが増えてきている状況がありますので、こうしたことを教育的視点に結びつけていただき、

ぜひ新たなもの発信していただきたいと思います。 

 特別支援教育について、一学期が終了し、夏休みをはさんで二学期から特別支援学級に通

われるお子さんがいらっしゃると思いますが、そういった児童については事務局でも把握し

ておられますか。 

 学校から報告がまずありますので、事務局でも支援の必要な児童については把握しており

ます。 

 特別支援学級は、個人に合わせたアプローチをし、時間をかけて自分自身で何でこの答え

になるのか導く。そういった場所だと思っております。そういった点で、八幡市はハード面

が整ってきたからなのか、教育面について手厚く、一人ひとりの主体性に光を当てた教育が

行われていると思いました。これからも幼小中連携を続けていっていただきたいと思います。 

 他にご質問・ご意見はございませんか。 

ないようでありますので、４．その他を終結いたします。 

５．配付資料 

 次に、５．配付資料について、事務局より説明願います。こども未来課。 

お手元に６月の議事録の写しをお届けしております。 

次に、次回定例教育委員会の日程について事務局より説明願います。こども未来課。 

次回の定例教育委員会は９月 24日（木）午後３時から市役所５階会議室５-２で行います。

園・学校訪問につきましては、橋本幼稚園（10：00）、有都小学校（11：30）となっておりま

す。 

以上をもちまして、６月度の定例教育委員会を閉会いたします。 

 

 

 



令和８年７月定例会教育委員会 

子育て支援課 

資料１ 

 

公立保育園等における給食費の改定について 

 

＜現状・経過＞ 

⚫ 物価上昇の影響により、令和７年度決算見込額と令和元年度決算額との比較で、

公立保育園等における給食食材料費の総額が 17％、1人当たりが 23％増加。 

 

⚫ 令和３年度に給食費（副食費）を見直したところであるが、令和７年度決算見込

額をもとに食材料費に係る収支試算を行ったところ、完全な収支均衡を保つため

には、主食費・副食費合計で 2,480円の増額が必要な状況となっている。 

 

＜今後の対応＞ 

➢ 保護者負担を可能な限り抑える観点からも、物価上昇率（総合指数：2020年平均

比 113.5％）をベースに、近隣自治体や市内民間園の動向も踏まえ、給食費を次

のとおり改定する。 

主食費 副食費 合計 

800円 4,900円 5,700円 

➢ 令和９年度から改定することとし、次年度の入園募集（10月下旬）において

「令和９年度から改定予定」として周知を図る。 

 

＜参考＞ 

 

総額 １人当たり

令和７年度決算見込 6,048人 46,950千円 7,760円

令和元年度決算 6,376人 40,167千円 6,300円

園児数
賄材料費

比較年度

主食費 600円 600円 2,480円

副食費 3,700円 4,500円 5,100円

合　計 4,300円 5,100円 7,580円

給食費（円） 令和２年度まで
現行

（令和３年度以降）
収支均衡の試算例

近隣自治体の状況（公立施設の保育認定）

現行 改定後
主食費 600 800 1,000 1,000 600 持参 1,000 1,500 1,000
副食費 4,500 4,900 4,800 4,500 4,500 4,500 4,800 4,900 5,100
合計 5,100 5,700 5,800 5,500 5,100 4,500 5,800 6,400 6,100

市内民間就学前施設の状況（保育認定）

八幡 西遊寺 男山 ぶどうの木 くすのき 山鳩 山鳩第二 歩学園 早苗
主食費 600 1,000 1,000 1,200 800 800 800 3,000 1,500
副食費 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 5,500 6,500
合計 5,100 5,500 5,500 5,700 5,300 5,300 5,300 8,500 8,000

区分

区分
保育園 認定こども園

八幡市
枚方市向日市長岡京市木津川市城陽市宇治市京田辺市

単位：円 

単位：円 























































八幡市民図書館自習席利用案内 

 

【利用できる方】 

 ・「八幡市立図書館個人館外利用券」をお持ちの方 

  ※利用券をお持ちではない方は登録が必要です（八幡市在住・在勤・在学に限る） 

【利用時間】 

 ・八幡市民図書館の開館時間にご利用いただけます 

   平日：午前 10 時～午後 7 時まで 

   土日：午前 10 時～午後 5 時まで 

   （休館日は図書館カレンダーや図書館ホームページをご覧ください） 

 ・1 回につき２時間までとなります。 

   （後に利用される方がいない場合、１度だけ延長できます） 

 

【利用内容】 

 ・個人の自習、図書館資料の閲覧のためにご利用いただけます 

 ・自習のためのパソコン、タブレット等のご利用が可能です 

  （音や声を出しての利用は周囲の迷惑になるため、おやめください） 

 ・Wi-fi 環境はありません 

 

【受付】 

 ・２階参考室カウンターで、「八幡市立図書館個人館外利用券」を提示してください 

「席札」をお渡しします 

 ・満席の場合、館内で待たれる方には順番待ちの「整理券」をお渡しします 

席が空きましたら順番に番号をお呼びいたしますので館内２階でお待ちください 

（呼び出し時に不在の場合、次の方に席を案内いたします） 

 

【利用方法】 

 ・自習席に設置のファイルに利用時間が見えるよう「席札」を入れてください 

 ・利用終了後は「席札」を受付カウンターまでご返却ください 

 ・延長を希望される方は終了時間に受付カウンターでお申し込みください 

 

【利用上の注意】 

 ・飲食はできません 

 ・自習に必要のない機器の持込や充電のみの利用はご遠慮ください 

・荷物の管理（貴重品等）はご自身でお願いします 

万が一紛失、盗難がありましても図書館は責任を負いません 

・30 分以上席を離れる場合は受付に「席札」を返却して退席をお願いします 

・利用時間は片づけを含めた時間となります 

・他の利用者の迷惑となる行為をされた場合は退席していただくことがあります。 

  

みなさまが快適にご利用いただけるよう、ご協力ください 
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